
ペシャワール会は、1983年9月、中村哲医師のパキスタンでの医療活動を支援する目的で結成され
ました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々への理解を深めていきたいと願っています。

「20年継続体制」に向けて日本側の支援強化を　　2016年度現地事業報告	 中村　哲
2016年度会計報告	 ペシャワール会事務局
お互い顔が見える形の交流の必要性を痛感	 村上　優
ＰＭＳの事業が現地で受け入れられた理由	 ジア・ウル・ラフマン
2000年の井戸掘りから灌漑事業まで	 モハマド	ファヒーム
灌漑用水はライフライン	 ディダール	ムシュタク
アフガニスタンにおけるＰＭＳ手法の広域展開に向けて―ＪＩＣＡ支援の視点から	 森口	隼
◉カラー特集　ＰＭＳ副院長ジア医師一行来日、４月21日山田堰視察
　　　　　　　　　　　　　　　　　

表紙絵　ポプゥのラマザン／画・甲斐大策
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二
〇
一
六
年
度
の
概
要

　
異
常
気
象
と
送
還
難
民

　
二
〇
一
六
年
五
月
か
ら
六
ヵ
月
間
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
東
部
は
極
端
な
少
雨
が
続
き
、
大
干か

ん

ば
つ

の
再
来
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
天
水
に
頼
る
農
地
は
作

付
け
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
、
全
ア
フ
ガ
ン
の
耕

作
地
の
う
ち
灌か

ん

漑が
い

可
能
な
土
地
は
半
分
に
満
た

ず
、
相
当
な
打
撃
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
二
〇
一
七
年
一
月
に
な
っ
て
降
雨
が
あ
っ
た
も

の
の
、
降
雪
量
が
少
な
く
、
水
不
足
は
依
然
と
し

て
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら

の
ア
フ
ガ
ン
人
難
民
の
強
制
送
還
の
動
き
が
活
発

化
し
、
一
年
間
で
百
万
人
以
上
が
東
部
方
面
に
戻

っ
た
と
報
ぜ
ら
れ
た
。
ア
フ
ガ
ン
政
府
は
難
民
を

東
部
に
と
ど
め
置
く
方
針
を
発
表
、
受
け
入
れ
準

備
を
進
め
た
。
だ
が
全
土
で
治
安
が
悪
化
、
作
業

地
の
あ
る
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
で
も
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ

ム
国
）
の
動
き
が
活
発
化
し
た
。
対
す
る
米
軍
は

専も
っ
ぱら
空
爆
に
頼
り
、
誤
爆
で
各
地
に
被
害
が
出
て

い
る
。
こ
の
間
隙
で
犯
罪
者
の
動
き
も
激
し
く
な

り
、
警
察
と
軍
が
監
視
で
き
る
の
は
点
と
線
に
な

っ
て
い
る
。

　
送
還
難
民
の
約
七
〇
％
が
東
部
（
ラ
グ
マ
ン

州
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
、
ク
ナ
ー
ル
州
）
出
身
と

言
わ
れ
、
大
半
が
農
村
地
帯
で
あ
る
。
し
か
し
、

凶
作
も
重
な
っ
て
難
民
を
吸
収
す
る
余
力
な
く
、

多
く
の
人
々
が
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
内
と
そ
の
北

部
に
集
中
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
作
業
地
で
は
各
村
の
爆

発
的
な
人
口
増
加
が
起
き
、
国
道
沿
い
は
至
る
所

に
バ
ザ
ー
ル
が
林
立
、
想
像
を
超
え
る
雑
踏
が
俄に

わ

か
に
出
現
し
た
。
難
民
だ
け
で
な
く
、
他
地
域
の

不
作
や
治
安
悪
化
に
よ
っ
て
多
く
の
者
が
逃
れ
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
作
業
地
は
人
口
密
集
地
帯

と
な
り
、
交
通
渋
滞
で
移
動
に
さ
え
困
難
を
き
た

す
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
作
業
地
の
治
安
は
さ

ほ
ど
荒
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
と
よ
く
一
致
協
力
、

ＰＭＳ総院長／ペシャワール会現地代表　中村 哲

アフガニスタンで起きた出来事から今の世界を眺めるとき、世界は末期的状態にさしかかっているよ
うにさえ見えます。無差別の暴力は過去の自分たちの姿です。敵は外にあるのではありません。私た
ちの中に潜む欲望や偏見、残虐性が束になるとき、正気を持つ個人が消え、主語のない狂気と臆病
が力を振るうことを見てきました。このような状況だからこそ、人と人、人と自然の和解を訴え、私
たちの事業も営々と続けられます。ここは祈りを込め、道を探る以外にありません。…そして、この
祈りを共有する多くの日本人とアフガン人の手で事業が支えられてきたこと、そのことに救いを見る
ような気がしています。

「20年継続体制」に向けて日本側の支援強化を
2016年度現地事業報告

マルワリードⅡ用水路壁の蛇籠工に取り組むヤールモハマッド監督
（左）率いる作業員たち（2017年6月1日）
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仕
事
は
遅
滞
な
く
進
め
ら
れ
た
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
年
度
事
業
の
あ
ら
ま
し

　
一
四
年
一
〇
月
に
始
ま
っ
た
ミ
ラ
ー
ン
堰ぜ

き

（
ベ

ス
ー
ド
第
二
堰
）
は
二
回
の
洪
水
期
を
経
て
、
九

月
に
竣
工
、
第
四
次
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
＝
Ｐ
Ｍ
Ｓ
共
同
事

業
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
）
が
、
ミ
ラ
ー
ン
堰
対
岸

地
域
で
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
経

験
が
活
か
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
に
、
予

定
の
工
程
を
完
了
し
た
。

　
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
方
面
で
は
、
最
大
の
懸
案
で
あ

っ
た
主
幹
排
水
路
の
再
建
が
軌
道
に
乗
り
、
一
七

年
三
月
ま
で
に
全
線
一
・
七
㎞
を
開
通
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
沿
い

の
水
紛
争
に
完
全
に
終
止
符
を
打
ち
、
ガ
ン
ベ
リ

地
域
の
灌
漑
が
保
障
さ
れ
た
。
湿
害
の
軽
度
の
も

の
を
含
め
る
と
、
シ
ギ
・
シ
ェ
イ
ワ
両
村
落
群
で

約
一
〇
〇
〇
㌶
を
超
え
る
広
大
な
も
の
で
あ
る
。

安
定
灌
漑
農
地
が
全
村
で
飛
躍
的
に
増
加
、
地
域

と
の
絆
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。
〇
三
年
か
ら
の
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
は
、
こ
れ
を
以
て
名
実

共
に
完
成
す
る
。

「
緑
の
大
地
計
画
」
二
十
年
継
続
体
制

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
今
後
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
予
定

地
域
の
安
定
灌
漑
を
実
現
す
る
と
共
に
、
次
の
展

開
を
見
据
え
て
維
持
体
制
の
確
立
を
図
る
。
こ
の

た
め
、
一
六
年
三
月
に
ガ
ン
ベ
リ
試
験
農
場
の
貸

与
契
約
を
二
〇
年
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
協

約
を
結
ん
だ
。

　
次
の
二
〇
年
間
（
二
〇
三
六
年
ま
で
）
に
新
た

な
展
開
を
予
測
し
、
こ
れ
に
備
え
る
た
め
で
あ
る
。

見
通
し
が
つ
か
な
い
政
情
の
中
で
、
い
つ
で
も
変

化
に
即
応
で
き
る
体
制
を
と
り
、
水
利
施
設
＝
地

域
の
護
り
を
固
め
る
。
こ
う
し
て
農
村
社
会
に
土

着
化
し
、
維
持
の
上
で
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
、

将
来
的
に
「
モ
デ
ル
」
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す

る
。
広
域
展
開
に
際
し
て
、
こ
れ
が
不
可
欠
の
基

礎
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
日
本
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
側
も
既
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ･

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
）
を
設
置
、
こ
の
動

き
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
強
化
を
図
り
、
長
期
継
続

体
制
を
目
指
す
に
至
っ
た
。

１
　
医
療
事
業

　
国
際
救
援
組
織
が
殆
ど
撤
退
す
る
中
、
地
域
で

重
き
を
な
し
て
い
る
。

一
六
年
度
の
診
療
内

容
は
別
表
の
通
り

（
別
表
１
）。

２
　
灌
漑
事
業

　
主
な
工
事
は
別
表

２
の
通
り
。
一
六
年

度
は
将
来
の
広
域
展

開
と
、
そ
の
た
め
の

「
二
〇
年
継
続
体
制
」

へ
向
け
、
準
備
段
階

に
入
っ
た
。

「
緑
の
大
地
計
画
」
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
計

画
地
域
（
安
定
灌
漑
面
積
一
六
、
五
〇
〇
㌶
、
人

口
六
五
万
人
）
を
完
成
し
、
広
域
展
開
の
た
め
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

◎
ミ
ラ
ー
ン
堰
（
ベ
ス
ー
ド
第
二
堰
）

　
一
四
年
一
〇
月
に
着
工
し
た
ミ
ラ
ー
ン
堰
は
、

一
六
年
九
月
に
竣
工
し
た
。
技
術
的
に
は
以
下
が

新
局
面
で
、
新
た
な
工
夫
が
凝こ

ら
さ
れ
た
。

　
①
浸
食
さ
れ
や
す
い
軟
弱
地
盤
で
の
堰
造
成

　
②
砂
州
移
動
と
膨
大
な
土
砂
堆
積
の
対
策

　
③
石
出
し
水
制
を
組
み
込
む
護
岸
方
式

　
④
不
安
定
河
道
＝
砂
州
の
固
定

　
今
後
も
観
察
を
続
け
、
改
修
を
重
ね
て
強
化
し

て
い
く
。
特
に
土
砂
堆
積
を
避
け
る
「
部
分
可
動

堰
」
は
、
既
に
カ
シ
コ
ー
ト
堰
で
試
み
ら
れ
て
い

た
が
、
ミ
ラ
ー
ン
堰
で
ス
タ
イ
ル
が
決
定
し
、
有

用
性
が
実
証
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

別表１　2016 年度 診療数及び検査件数 

国名 アフガニスタン
地域名 ナンガラハル州
施設名 ダラエヌール診療所

外来患者総数 43,612 
【内訳】　　　一般 32,079 

ハンセン病 0 

てんかん 573 

結核 187 

マラリア 6,913 

外傷治療総数 3,860 

入院患者総数 　　　　　　　　　　　　―
検査総数 12,046 

【内訳】　血液一般 752 

尿 1,497 

便 2,078 

ハンセン病塗沫検査 0 

抗酸性桿菌 170 

マラリア 6,884 

リーシュマニア 207 

その他 458 

----------1 
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ミラーン堰対岸の灌漑計画（マルワリード第Ⅱ堰）
趣　　旨

　ＪＩＣＡとの共同事業で完成したミラーン堰の対岸（クナール河左岸）には、４ヵ村に約３万
人が居住する。同地はナンガラハル州の中でも辺地にあり、援助が行き届きにくい貧困地域であ
る。同地域はクナール河左岸にあり、上流はカシコート地方（2014年・共同事業で取水堰建設）、
下流はカマ地方（2012年･取水堰建設）に連続し、上下流約８㎞のベルト地帯を成している。か
つては耕地850㌶を擁する大きな村落群であった。
　しかし、近年頻発する夏の洪水や冬の低水位で取水･灌漑に困難が続き、次第に荒れていっ
た。特に2010年、2013年、2015年と立て続けに起きた記録的な洪水で、耕地の約60%に相当す
る500㌶を失い、一時は村民の大半が難民化した。
　2015年の洪水では、分流が発生してクナール河を二分、下流にあるミラーン堰（当時PMSが
建設中）の水量が激減して取水に困難を来たした。取水方法にも問題があり、洪水流入と表土の
流失を促し、近年の気候変動による河川の変化（洪水と極端な低水位）に適応できないと思われる。
　同地の取水設備を整備して適切な護岸を行えば、難民化した村民の帰農を促し、同地４ヵ村の
復興を約束すると共に、対岸（右岸）にあるミラーン堰、シギ村落の安定に大きく寄与すること
は疑いない。加えて、本事業ではこれまで培ってきた技術･経験が全て活かされ、人員の訓練の
場を提供して、次の飛躍を期待できると思われる。
　水はアフガン農民にとって生命線である。長引く戦乱に加え、気候変動による農地荒廃は、致
命的な打撃を与えてきた。同地の復興によって、PMSが実施してきた「緑の大地計画」が完成
に近づき、以て東部アフガンで農村復興の範となることを期待する。

◎用水路･堰の名称；マルワリード第Ⅱ堰（村落間抗争を避けるため、特定村落の名を冠せず）
◎期間（第一期）；2016年10月から2018年９月（２年間）
◎場所；クナール河左岸のカチャラ、コーティ、タラーン、ベラ村落
　　　　シェイワ郡･ナンガラハル州･アフガニスタン国　（11頁下段地図参照）
◎工事内容（第一期）；
　・取水堰（石張り式斜め堰、堰幅約250m）
　・取水門（二重堰板方式、取水量２~５㎥/秒）
　・主幹水路（ソイルセメント･ライニング、水路壁に柳枝工･ふとん籠工、全長4.9㎞のうち、

第一期･約1.7㎞）
　・沈砂池（送水門２、排水門２を備える）
　・護岸工事（根固め工を伴う連続堤防、全長8.4㎞のうち約５㎞）
　・植樹（堤防沿い樹林帯）
◎裨益人口；約28,000名（同地域住民）、対岸の安定を入れると更に大きい。
◎灌漑面積；約850㌶（既存耕作地を含む）
◎設計者；PMS(ピース・ジャパン・メディカル・サービス)
◎施工者；PMS(ピース・ジャパン・メディカル・サービス)
◎推定総工費；約７億円
◎全建設後の観察期間；５年間（2020年～2025年）、PMS現地の責任で実施
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な
お
本
堰
は
ベ
ス
ー
ド
郡
ク
ナ
ー
ル
河
沿

い
の
一
、
一
〇
〇
㌶
を
潤
す
が
、
安
定
し
た

本
堰
に
タ
プ
ー
流
域
五
〇
〇
㌶
を
統
合
し

た
。
タ
プ
ー
堰
を
廃
止
し
、
現

在
ミ
ラ
ー
ン
堰
の
灌
漑
面
積
は

一
、
六
〇
〇
㌶
で
あ
る
。

◎
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
の
着
工

　
ミ
ラ
ー
ン
堰
対
岸
は
、
４
ヵ

村
に
三
万
人
が
居
住
す
る
。
一

五
年
夏
の
出
水
で
同
堰
対
岸
上

流
に
分
流
が
発
生
、
堰
を
通
過

す
る
水
量
が
激
減
し
て
ミ
ラ
ー

ン
側
が
取
水
困
難
に
陥
る
と
共

に
、
対
岸
村
落
（
コ
ー
テ
ィ
、

タ
ラ
ー
ン
、
ベ
ラ
）
で
は
耕
地

の
半
分
が
冠
水
ま
た
は
流
失
し

た
。
対
岸
の
村
民
は
一
斉
に
パ

キ
ス
タ
ン
へ
難
民
化
し
た
が
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
新
河
道
の
閉
塞
と
約

二･
五
㎞
の
護
岸
を
行
っ
て
洪

水
被
害
の
進
行
を
食
い
止
め

た
。

　
ミ
ラ
ー
ン
堰
維
持
の
た
め
に

も
同
地
域
の
安
定
は
欠
か
せ
な

い
。
一
六
年
二
月
、
対
岸
自
治

会
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
の
間
で
協
約
が

成
り
調
査
を
開
始
、
州
行
政
や

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
協
力
、
一
六
年
一

〇
月
か
ら
四
年
間
を
か
け
る
対

岸
地
域
の
復
興
計
画
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
）
が
計

画
さ
れ
た
（
詳
細
は
4
頁
）。

　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
第
一
期
二
ヵ
年
の
工
事マルワリードⅡ堰と取水門の鳥瞰図

別表２　「緑の大地計画」の経過と予定表 建設 維持観察

堰の名称 所在地 '03～'10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20
マルワリードⅠ シェイワ郡･ジャリババ
シェイワ堰 シェイワ郡･カンレイ村
カマ第Ⅰ堰 カマ郡･上流域
カマ第Ⅱ堰 カマ郡･中流域
ベスード第Ⅰ堰 ベスード郡･カシマバード
タプー堰 ベスード郡･タプー地域 廃止、ミラーン堰へ統合
カシコート連続堰 シェイワ郡･カシコート
ベスード第Ⅱ堰 ベスード郡・ミラーン
新シギ堰 シェイワ郡・シギ地域
マルワリードⅡ シェイワ郡・カチャラ村
バルカシコート堰 シェイワ郡･バルカシコート

シギ延長路
クズカシコート主水路
ガンベリ給排水路

ガンベリ農場

訓練所（他地域展開への準備）

沈砂池改修 取水門改修

改修
改修

延期

□二］
r;29'm,3 な~..r,、-1

LL□□I]-1_JJIII 
し—|_j ー 二

,-----------""'."-------------- ／｀． 

] ーー ／／一
‘t カチャラ村

し 主（水路 r̀＼文＼河峠こ二＿1

--------------------9‘/l‘¥ 
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が
最
上
流
の
カ
チ
ャ
ラ
村
で
始
ま
っ
た
。
一
七
年

三
月
ま
で
に
堰
の
仮
工
事
を
終
了
、
沈
砂
池
ま
で

約
一
㎞
の
主
幹
水
路
に
送
水
を
開
始
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
最
上
流
の
カ
チ
ャ
ラ
村
の
灌
漑
農
地

が
倍
増
し
、
帰
還
難
民
の
爆
発
的
増
加
に
悩
む
同

村
に
大
き
な
安
堵
を
与
え
た
。
ま
た
、
洪
水
対
策

で
護
岸
の
緊
急
仮
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
、
一
七
年
六
月
現
在
、
護
岸
線
は
予
定
八･

五

㎞
の
う
ち
、
六
㎞
地
点
を
工
事
中
で
あ
る
（
う
ち

約
二･

五
㎞
は
ミ
ラ
ー
ン
堰
工
事
の
一
環
で
行
わ

れ
た
分
流
の
し
め
き
り
堤
）。

　
技
術
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
大
い
に
活
か

さ
れ
、「
部
分
可
動
堰
」
＋
固
定
堰（
湾
曲
斜
め
堰
）

の
ス
タ
イ
ル
が
確
立
、
完
成
度
が
最
も
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
土
砂
堆
積
が
ミ
ラ
ー
ン
堰
と
同

様
、
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
が
、
本
堰
の
建
設
に

よ
っ
て
決
着
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
場
と
事
務
所
が
一
体
と
な
っ
て
工
事

の
手
順
に
慣
れ
、
異
例
の
速
さ
で
建
設
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
も
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

　
折
よ
く
難
民
の
帰
郷
時
期
に
重
な
っ
た
こ
と

は
、
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
臨

時
で
は
あ
る
が
、
村
々
は
数
百
名
の
雇
用
を
得
て

農
地
拡
大
に
寄
与
し
、
難
民
の
帰
農
が
促
さ
れ
た
。

◎
シ
ェ
イ
ワ
郡
全
域
の
湿
地
処
理
＝
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

用
水
路
の
実
質
的
な
完
成

　
一
年
四
ヵ
月
に
わ
た
る
主
幹
排
水
路
工
事
約

一
・
七
㎞
が
間
も
な
く
完
了
す
る
（
詳
細
は
一
五

年
度
報
告
―
会
報
一
二
八
号
を
参
照
）。

　
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
に
伴
う
湿
地
処
理

は
、
長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
五
年
ま

で
に
大
小
約
六
〇
㎞
を
超
え
る
排
水
路
網
で
湿
地

が
処
理
さ
れ
て
は
い
た
が
、
排
水
力
が
限
界
に
達

し
て
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。

主
幹
排
水
路
の
通
過
す
る
シ
ギ
上
流
域
全
体
が
低

地
で
、
沙
漠
開
拓
に
伴
う
湿
地
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
た
か
ら
だ
。
遅
く
と
も
一
七
年
八
月
ま
で
に
同

工
事
が
終
了
す
る
の
は
確
実
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
帰
郷
難
民
が
あ
ふ
れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
可

能
な
限
り
人
海
戦
術
を
採
用
、
数
百
名
の
作
業
員

の
雇
用
を
確
保
し
た
。

　
排
水
路
の
恩
恵
は
シ
ェ
イ
ワ
郡
約
二
、
〇
〇
〇

㌶
に
及
び
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用

水
路
建
設
」
が
名
実
共
に
完
成
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠

開
拓
を
保
証
し
た
。

◎
他
地
域
展
開
へ
の
準
備

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
以
後
の
工
事
を
「
他
地
域
展
開
へ
の

準
備
」
と
位
置
づ
け
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業

機
関
）
と
も
協
力
、
以
下
が
一
六
年
度
に
行
わ
れ

た
。

　
①
訓
練
所
の
建
設

　
②
実
習
教
材
の
準
備

　
訓
練
所
は
ミ
ラ
ー
ン
堰
の
空
き
地
に
建
設
さ

れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
各
取
水
設
備
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や

す
く
、
今
後
の
維
持
の
上
で
利
便
性
が
高
い
（
11

頁
下
段
地
図
）。
訓
練
所
は
宿
泊
施
設
に
簡
単
な

教
室
を
併
設
し
た
も
の
で
、
現
場
で
働
き
な
が
ら

学
ぶ
者
を
対
象
と
す
る
。
一
般
的
な
河
川
工
学
や

灌
漑
技
術
の
知
識
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
の
取
水
設
備
を
実
際
に
体
得
す
る
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
い
る
。
各
村
の
農
民
、
地
主
、
水
主

ら
が
対
象
で
、
読
み
書
き
の
能
力
を
問
わ
な
い
。

　
一
七
年
三
月
ま
で
に
基
礎
と
一
階
部
分
が
成

り
、
現
在
二
階
部
分
を
建
設
中
で
あ
る
。
約
六
〇

名
が
宿
泊
可
能
で
あ
る
。

　
日
本
側
で
は
、
山
田
堰
土
地
改
良
区
と
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
（
福
岡
）
が
協
力
し
、
山
田
堰
の
模
型

や
ビ
デ
オ
な
ど
、
訓
練
の
た
め
の
教
材
作
成
が
進

め
ら
れ
た
。

　
基
本
方
針
の
要
約
は
以
下
の
通
り
。

一
、
文
化
や
地
勢
・
気
候
の
類
似
し
た
東
部
ア
フ ミラーン堰近くに建設中の訓練所（2017年4月26日）
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ガ
ン
を
中
心
に
、
徐
々
に
且
つ
確
実
に
拡
大
。

二
、
実
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
「
土

着
の
実
戦
部
隊
」
を
組
織
的
に
育
成
。

三
、
中
央
集
権
的
な
方
法
で
な
く
、
地
域
中
心
、

か
つ
住
民
の
自
主
性
を
尊
重
。

　
現
下
の
不
穏
情
勢
を
考
慮
し
、「
緑
の
大
地
計

画
」
が
区
切
り
を
迎
え
る
二
〇
二
〇
年
頃
ま
で
に

は
体
制
を
整
え
る
予
定
で
あ
る
。

◎
カ
シ
コ
ー
ト
方
面
の
工
事
を
延
期
、

　
カ
マ
第
一
・
第
二
堰
の
改
修

「
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
」
と
排
水
路
工
事
の
見
通
し

が
立
つ
段
階
で
、
カ
シ
コ
ー
ト
方
面
の
工
事
が
計

画
さ
れ
て
い
た
が
、
難
民
の
急
増
と
治
安
の
悪
化

で
動
き
が
つ
か
な
か
っ
た
。
広
域
で
複
数
に
ま
た

が
る
作
業
地
は
管
理
困
難
と
判
断
、
当
面
の
計
画

を
延
期
し
た
。

　
代
っ
て
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
の
下
流
に
隣
接
す
る

カ
マ
堰
の
最
終
的
な
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
カ

マ
堰
は
「
緑
の
大
地
計
画
」
の
中
で
耕
地
面
積
が

最
大
で
、
Ⅰ
・
Ⅱ
堰
併
せ
て
約
七
、
〇
〇
〇
㌶
、

全
体
の
約
半
分
を
占
め
る
。
年
々
の
小
改
修
で
安

定
し
て
は
い
る
が
、
砂
州
移
動
の
及
ぼ
す
影
響
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
帰
還
難
民
の
最
大
の

吸
収
地
で
あ
る
。
万
一
の
混
乱
に
備
え
て
部
分
可

動
堰
を
設
置
、
安
定
給
水
を
更
に
確
実
な
も
の
に

す
る
。
一
六
年
度
は
測
量
を
繰
り
返
し
、
一
七
年

に
施
工
す
べ
く
計
画
さ
れ
た
。

　
※
部
分
可
動
堰
＋
湾
曲
斜
め
堰
に
つ
い
て

　
日
本
で
は
可
動
堰
を
河
道
全
体
に
設
置
し
、
倒

伏
式
の
ゲ
ー
ト
で
油
圧
電
動
式
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
制
御
で
あ
る
。
冬
の
低
水
位
期
に
水
位
を
上
げ

て
取
水
を
安
定
さ
せ
る
便
が
あ
る
。
現
地
で
は
建

設
が
不
可
能
な
の
で
、
堰
板
手
動
式
で
増
水
期
前

に
ゲ
ー
ト
を
開
放
す
る
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
特
性
を
活
か
し
、
深
い
急
流
を
作
れ
ば
土
砂
対

策
に
極
め
て
有
効
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
岩
盤
を
背
に

し
た
取
水
堰
で
土
砂
吐
き
と
兼
用
で
斜
め
堰
（
固

定
堰
）
と
組
み
合
わ
せ
る
方
式
が
定
着
し
た
。
堰

造
成
に
際
し
て
架
橋
し
、
交
通
路
を
確
保
で
き
、

工
期
を
著
し
く
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
シ

コ
ー
ト
堰
で
試
さ
れ
、
ミ
ラ
ー
ン
堰
で
実
用
化
さ

れ
た
。

　
湾
曲
斜
め
堰
は
、
一
昔
前
ま
で
日
本
で
も
行
わ

れ
た
固
定
堰
の
工
法
で
あ
る
。
斜
め
堰
上
流
側
を

湾
曲
さ
せ
て
越
流
す
る
水
を
河
道
中
央
に
集
め
、

対
岸
へ
の
影
響
を
防
ぐ
。

３
　
農
業
・
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓

◎
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ガ
ン
ベ
リ
農
場

　
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
は
、
二
〇
〇
九
年
、
用
水
路

の
開
通
と
同
時
に
ガ
ン
ベ
リ
農
場
を
拓
き
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
の
自
給
体
制
を
整
え
、
用
水
路
維
持
に
役
立
て

よ
う
と
し
た
。
こ
れ
が
「
自
立
定
着
村
」
構
想
で

あ
る
。
そ
の
後
農
地
法
の
改
正
で
居
住
区
が
で
き

な
く
な
り
、
ベ
ス
ー
ド
郡
の
一
角
に
移
し
た
。

　
一
六
年
二
月
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
協
約
、
開
墾

地
二
三
五
㌶
を
農
地
と
し
て
半
永
久
的
に
借
用
す

る
契
約
が
成
っ
た
。
契
約
は
二
〇
年
毎
に
更
新
さ

れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
解
散
が
な
い
限
り
、
継
続
さ
れ
る
。

　
排
水
路
問
題
が
解
決
し
た
現
在
、
急
速
に
開
墾

が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

◎
オ
レ
ン
ジ
の
出
荷

　
一
六
年
度
の
最
大
の
成
果
は
、
柑か

ん

橘き
つ

類
の
結
果

が
観
察
さ
れ
始
め
た
こ
と
で
、
移
植
し
た
オ
レ
ン

ジ
約
一
二
、
〇
〇
〇
本
の
う
ち
数
パ
ー
セ
ン
ト
で

結
果
を
確
認
し
た
。
出
荷
に
向
け
て
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。
小
麦
は
約
六
〇
㌶
で
作
付
け
が
行
わ

れ
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
約
二
ト
ン
、
米
は
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
た
り
二
・
三
ト
ン
の
収
穫
を
得
て
い
る
。

ザ
ク
ロ
は
品
質
が
今
一
つ
で
、
苗
木
の
植
え
替
え

ま
た
は
柑
橘
類
へ
の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。
畜ガンベリ農場で刈り取った小麦の脱穀作業（2017年5月18日）

麿
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産
関
係
で
進
展
が
見
ら
れ
乳
牛
一
一
頭
、
子
牛
二

〇
頭
と
な
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
生
乳
か
ら
の

収
入
が
毎
月
発
生
し
て
い
る
。

　
日
本
大
使
館
が
協
力
し
た
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
園
の
造

成
は
、
早
生
種
の
苗
を
移
植
、
一
七
年
三
月
に
完

了
し
た
。

◎
植
樹

　
一
六
年
一
月
～
一
二
月
の
植
樹
数
は
二
三
、
五

三
八
本
、
大
半
が
新
設
用
水
路
沿
い
の
柳
枝
工
と

護
岸
工
事
に
伴
う
樹
林
帯
造
成
で
占
め
ら
れ
る
。

一
七
年
三
月
ま
で
の
総
植
樹
数
は
九
〇
一
、
六
七

七
本
で
あ
る
（
別
表
３
）。

４
　
ワ
ー
カ
ー
派
遣
・
そ
の
他

◎
支
援
室
の
強
化
と
二
十
年
継
続
体
制

　
現
場
に
中
村
一
名
が
常
駐
し
た
。
事
務
量
が
膨

大
と
な
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
内
に
「
Ｐ

Ｍ
Ｓ
支
援
室
」
が
設
置
さ
れ
た
が
追
い
つ
か
ず
、

更
に
専
従
の
増
員
強
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
支
援
室
は
事
実
上
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
と

一
体
化
し
、
円
滑
な
業
務
を
遂
行
す
る
。

　
今
後
「
二
〇
年
体
制
」
の
日
本
側
の
要
と
し
て

機
能
す
べ
く
、
基
金
団
体
で
あ
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
と
、
現
地
事
業
体
で
あ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
の
役
割
分

担
が
明
確
に
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
実
情
を
知
る
上
で
現
地
と
の
交
流
を
活

発
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
、
一
七
年

四
月
、
ジ
ア
副
院
長
一
行
の
歓
迎
会
が
催
さ
れ

た
。
長
期
継
続
の
た
め
に
は
、
今
後
も
交
流
の
機

会
を
増
や
す
こ
と
、
将
来
に
備
え
て
基
金
を
蓄
積

す
る
こ
と
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
間

で
確
認
さ
れ
た
。

二
〇
一
七
年
度
計
画

　
二
〇
一
六
年
度
の
連
続
で
あ
る
。

　
河
川
・
灌
漑
関
係
で
は
、
対
岸
コ
ー
テ
ィ
、
タ

ラ
ー
ン
、
ベ
ラ
、
カ
チ
ャ
ラ
の
４
ヵ
村
の
復
興
に

力
を
注
ぐ
（「
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
」）。
約
八
五
〇

㌶
の
う
ち
カ
チ
ャ
ラ
村
二
〇
〇
㌶
の
安
定
灌
漑
、

全
既
存
耕
地
の
送
水
路
確
保
、
洪
水
対
策
を
計
画

し
て
い
る
（
11
頁
上
段
地
図
）。

　
カ
マ
堰
改
修
は
一
七
年
一
〇
月
に
準
備
を
開

始
、
同
年
一
一
月
か
ら
一
八
年
二
月
ま
で
の
４
ヵ

月
間
で
一
気
に
部
分
可
動
堰
設
置
を
進
め
る
。

　
訓
練
所
の
建
設
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
協
力
し
て
一
七
年

十
月
ま
で
に
竣
工
予
定
。
教
材
も
同
時
期
に
そ
ろ

え
、
訓
練
計
画
の
日
程
が
作
成
さ
れ
る
。
し
か

し
、
泥
沼
の
治
安
情
勢
の
中
で
小
さ
く
な
い
工
事

を
抱
え
、
計
画
通
り
に
進
め
る
の
は
困
難
で
あ
る

た
め
、
柔
軟
に
対
処
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
最
大
の
も
の
は
「
二
〇
年
継
続
体
制
」
の
準
備

で
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
の
改

組
、
日
本
側
Ｐ
Ｍ
Ｓ･

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支

援
室
）
の
拡
充
を
実
行
し
、
長
期
に
備
え
る
。

　
な
お
、
カ
シ
コ
ー
ト
方
面
は
当
分
大
き
な
工
事

は
無
理
と
判
断
さ
れ
、
情
勢
の
安
定
す
る
時
機
ま

で
待
機
す
る
。
全
体
に
現
下
の
情
勢
は
予
断
を
許

さ
ず
、
短
期
的
に
計
画
の
変
更
や
延
期
が
あ
り
得

別表３　植樹総数（2003年3月から2017年3月まで）

種類 場所  2003～
07年 2008年 2009年  2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

（1～3月） 合計

ヤナギ 用水路の両岸、河川工事 116,050 55,380 97,380 60,750 73,315 23,650 37,073 18,400 39,650 14,700 3,900 540,248

クワ 用水路土手 7,000 2,750 8,578 4,430 140 292 0 0 0 0 0 23,190

オリーブ 用水路土手、オリーブ園 2,000 0 840 0 0 0 1,424 1,275 240 136 0 5,915

ユーカリ 砂防林、護岸樹林帯 2,500 1,000 11,478 39,584 22,350 28,196 7,150 7,500 2,611 500 3,659 126,528

ビエラ ガンベリ沙漠 0 300 600 1,165 165 2,083 175 75 0 0 0 4,563

紅柳 砂防林 0 15,100 71,300 14,356 9,887 22,317 3,573 780 265 0 0 137,578

シーシャム 護岸樹林帯 0 0 0 0 0 0 4,614 1,400 2,000 6,270 0 14,284

ポプラ ガンベリ沙漠 0 0 0 4,900 10,786 1,850 0 220 0 0 0 17,756

イトスギ モスク、学校､公園 0 0 0 60 195 300 0 0 0 110 0 665

果樹 ガンベリ果樹園 600 0 0 193 0 6,034 5,283 9,185 1,458 1,822 4,348 28,923

その他 0 0 0 132 190 412 144 50 26 0 1,073 2,027

128,150 74,530 190,176 125,570 117,028 85,134 59,436 38,885 46,250 23,538 12,980 901,677
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る
の
で
、
事
態
を
注
視
し
て
頂
き
た
い
。

二
〇
一
六
年
度
を
振
り
返
っ
て

　
　
ゆ
く
者
は
斯か

く
の
如
し
か
。
昼
夜
を
お
か
ず
。

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
赴
任
か
ら
三
三
年
が
経
ち
ま
し

た
。
歳
を
と
っ
た
せ
い
か
、
川
の
流
れ
を
見
な
が

ら
、
こ
の
間
の
出
来
事
を
夢
の
よ
う
に
思
い
返
す

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
友
人
や

仲
間
、
先
輩
た
ち
も
他
界
し
、
こ
こ
ま
で
生
き
延

び
て
事
業
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
奇
跡
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
近
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
報
道
が
絶
え
、
偶た

ま

に

日
本
に
伝
わ
る
の
は
爆
破
事
件
、
テ
ロ
、
誤
爆
や

難
民
な
ど
、
恐
ろ
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
ば
か

り
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
「
テ
ロ
」
と
い
う
言
葉

が
人
々
の
頭
脳
に
定
着
し
、
対
テ
ロ
と
言
え
ば
何

で
も
正
当
化
で
き
る
よ
う
な
錯
覚
が
流
布
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
世
界
が
脅
え
る
テ
ロ
の
恐
怖

は
、
一
六
年
前
の
二
〇
〇
一
年
、「
ア
フ
ガ
ン
報

復
爆
撃
」
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
あ
の
時
が
分
岐
点
で
し
た
。
飢
餓
に
苦
し
む
瀕

死
の
小
国
に
対
し
、
世
界
中
の
強
国
が
集
ま
っ
て

と
ど
め
を
刺
し
ま
し
た
。
無
論
、
罪
の
な
い
大
勢

の
ア
フ
ガ
ン
人
が
死
に
ま
し
た
。
そ
し
て
「
二
次

被
害
」
の
一
言
で
、
お
び
た
だ
し
い
犠
牲
は
「
仕

方
な
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
魔
女
狩
り
の

よ
う
に
テ
ロ
リ
ス
ト
狩
り
が
横
行
し
、
ど
ん
な
残

虐
な
仕
打
ち
も
黙
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
和
を
求
め

る
声
も
冷
た
い
視
線
を
浴
び
、
武
力
が
現
実
的
解

決
で
あ
る
か
の
よ
う
な
論
調
が
横
行
し
ま
し
た
。

　
文
明
は
倫
理
的
な
歯
止
め
を
失
い
、
弱
い
立
場

の
者
を
大
勢
で
虐
待
す
る
こ
と
が
世
界
中
で
流
行

り
始
め
た
の
で
す
。
別
の
道
は
本
当
に
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
他
方
、
干
ば
つ
と
飢
餓
は
や
ま
ず
、
多
く
の
人
々

が
依
然
と
し
て
飢
餓
と
貧
困
に
あ
え
い
で
い
ま
す
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
起
き
た
出
来
事
か
ら
今
の

世
界
を
眺
め
る
と
き
、
世
界
は
末
期
的
状
態
に
さ

し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
ま
す
。
無
差

別
の
暴
力
は
過
去
の
自
分
た
ち
の
姿
で
す
。
敵
は

外
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
中
に

潜
む
欲
望
や
偏
見
、
残
虐
性
が
束
に
な
る
と
き
、

正
気
を
持
つ
個
人
が
消
え
、
主
語
の
な
い
狂
気
と

臆
病
が
力
を
振
る
う
こ
と
を
見
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
、
人

と
自
然
の
和
解
を
訴
え
、
私
た
ち
の
事
業
も
営
々

と
続
け
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
は
祈
り
を
込
め
、
道
を

探
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
祈
り
が
そ
の
通
り
に

実
現
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
正
気
と

人
間
ら
し
さ
を
保
つ
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
祈
り
を
共
有
す
る
多
く
の
日
本

人
と
ア
フ
ガ
ン
人
の
手
で
事
業
が
支
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
救
い
を
見
る
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
た
二
〇
年
継
続
体
制
を
打
ち
出
し
、
事
業

を
次
の
代
に
引
き
継
ぐ
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
良
心
の
絆
を
絶
や
さ
ず
、
最
後
の
体
当
た
り

の
つ
も
り
で
臨
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
温
か
い
ご
関
心
に
感
謝
し
、
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。中な

か

村む
ら

　哲て
つ

…
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
（
現
地

で
は
内
科
・
外
科
も

こ
な
す
）。
国
内
の

病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク

ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧
北
西
辺
境
州
）
の
州
都

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療

に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の

た
め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山

岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に

は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建

設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ

け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の

診
療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
開
始
。
二
〇

〇
〇
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ

た
大
干か
ん

ば
つ
対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井

戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
六

百
ヵ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
〇
二

年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的

復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、
〇

三
年
三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、

一
〇
年
三
月
全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開
通
。
ダ

ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
年
間
診
療
数
約
四
三
、

六
〇
〇
人
（
二
〇
一
六
年
度
）。

「―---i
i,  i 
＇ , i 
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i i 
＇ , i 
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2016年麗の主な収支
期間 2016年4月～2017年3月

一般会計（単位：円）

［収入の部］

1 会費•寄付

2 補助金等

3 利息雑収入

4 収益事業収入

5 基金取崩

年度収入計

前年度繰越

収入計

361,619,943① 

゜199,129② 
1,500,670③ 

゜363,319,742 

62,937,079 

426,256,821 

収益事業会計

［収入の部］

書籍売上

DVD売上

雑収入

売上収入計

［経費の部］

書籍等原価

販売費

事業所税等

経費合計

収益事業収入

［支出の部］

1 現地協力費

うちPMS運営協力費

アフガン事業費

ワーカー費

渡航費

国内活動費

2 広報費

3 事務局費

年度支出計

基金への繰入

次年度繰越

支出計

81,106,958 

11,398,825 

61,168,354④ 

1,007,472⑤ 

2,820,956 

4,711,351 

12,581,517⑥ 

11,318,254 

105,006,729 

260,000,000 

61,250,092 

426,256,821 

①
会
費
•
寄
付
（
個
人16
,
8
4
9

件
／
団
体
6
0
3

件
）

②
利
息
、
為
替
差
益

③
〈
収
益
事
業
会
計
か
ら
〉

④
農
業
用
灌
漑
用
水
路
建
設
等

⑤
現
地
支
援
ワ
ー
カ
ー
等

⑥
会
報
印
刷
・
送
料
等

⑦
カ
レ
ン
ダ
ー
印
税
、
写
真
使
用
料
、
取
材
謝
礼

2,214,421 

4,871,093 

881,760⑦ 

7,967,274 

5,639,548 

372,556 

454,500 

6,466,604 

1,500,670 

「いのちの基金」残悩

期首残高

一般会計から繰入

期末残高

530,000,000 

260,000,000 

790,000,000 

監 査

2017年5月29日

報 告 書

2016年度ペシャワール会会計については適正に
会計処理がなされているものと認めます。

●2016年度事業額（支出ペース）

105,006,729円

事務局費
11,318,254円(10.8%)

広報費

12,581,517円(12%)

ペシャワール会 監事

1令，4臼 て全嘉
----------------------------------------

未使用切手、書き損じ葉書の寄付

寄付いただいた件数 859件

未使用切手枚数 68,850枚

同 金額 3,224,983円相当

書き損じ葉書枚数 22,431枚

同 金額 1,060,228円相当

合計金額 4,285,211円相当

＊会報発送費用に活用しています。

------------------------------------------

0
0
m
0
0
0
0
0
0
[
[
O
O
 

弧

飢

弧

⑳

瓜

事禦蠣榎（会費•富付件数、事禦額）の推蓼 1987-2016（年塵）

現地協力費
（割合）

34,308.6 

8,000 

40004 ;:口•三：
口個人件数 519 2,202 

団体件数 38 114 

6,000 

50,841.5 
46,701.6 

事戸 ロニ：：二：悶`ご
(89.3%) 

→／三三`:「―---―岱雷—----
8,882.1[ 81,107 
(76.1%) I I (77.2%) 

2,000 

1997 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

2,968 59,478 21,167 18,079 15,119 18,449 19,027 19,248 22,343 20,432 21,238 18,301 18,639 17,489 17,854 17,449 16,849 

221 689 1,730 1,275 953 932 903 910 990 851 956 719 702 657 675 634 603 
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建設中の交通路・連続堤防及び用水路・排水路予定ルート

ＰＭＳの水利事業で安定灌漑される予定地域　	2020年

①カチャラ用水I流域

②コーティ用水流域

③カチャラ用水II流域

④クラーン用水流域

PMSによる堰

① マルワリード
② シェイワ
③ カマI
④ カマ1I
⑤ ベスードI
⑥ カシコート
⑦ ペスード1I
⑧ 新シギ
⑨ マルワリード1I
⑩ バルカシコート

をロ - , • 9,  -

N 
カマ

既存取水口と
用水路

一 調節池

一 排水路

安定灌漑予定地

既存の耕地

新たな回復地

1km ．． 
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マルワリードⅡ沈砂池の現在。池からのコーティ分水路は1ヵ月後には送水が可能となる。分水路に沿って流れる排水路
１は下流のタラーン村を潤す（2017年6月12日）

マルワリードⅡ用水路200ⅿ地点の植樹作業。１㎡あたりに約10本、シルトと砂質の混合土に挿し、ポンプを使わずバケ
ツでひたすら水をやる。活着率95％以上（2017年6月12日）
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【カラー特集】

PMS副院長・ジア医師一行来日、４月21日山田堰視察

山田堰土地改良区理事長徳永氏の説明を受けながら――ホテル屋上より筑後川流域を望む

懇親会にて３職員を歓迎する中村医師（2017年４月21日）
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ペンを取り、山田堰の構造物に関する説明をする中村医師

山田堰構造物でのJICAの森口氏とファヒーム技師

山田堰視察を前にして中村医師より講義

山田堰にて歓談する中村医師とジア医師
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ジ
ア
医
師
、
十
一
年
ぶ
り
の
来
日

　
今
年
の
四
月
一
五
日
よ
り
二
二
日
ま
で
の
間
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
副
院
長
の
ジ
ア
先
生
、
技
術
者
の
デ
ィ
ダ

ー
ル
氏
と
フ
ァ
ヒ
ー
ム
氏
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同

事
業
の
意
見
交
換
を
目
的
に
招
聘
さ
れ
て
訪
日
さ

れ
ま
し
た
。
ジ
ア
先
生
の
前
回
訪
日
は
二
〇
〇
六

年
で
し
た
の
で
、
十
一
年
ぶ
り
の
二
度
目
に
な
り

ま
す
。

　
日
程
の
前
半
は
中
村
先
生
も
交
え
て
東
京
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
と
の
協
議
、
後
半
の

四
月
一
九
日
か
ら
二
二
日
は
福
岡
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
事
務
局
を
訪
問
さ
れ
て
交
流
し
、
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
用
水
路
を
は
じ
め
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
手
掛
け
て
い
る

取
水
口
の
手
本
で
あ
る
福
岡
県
朝
倉
市
の
山
田
堰

を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
堰
土
地
改
良
区
理
事

長
の
徳
永
さ
ん
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、

和
ら
い
だ
表
情
で
身
を
乗
り
出
し
て
質
問
を
し
て

お
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
二
一
日
に
は
連
日
の
過
密
日
程
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
務
局
メ
ン
バ
ー
、
会
員
、
さ
ら
に
は
多
く

の
元
現
地
ワ
ー
カ
ー
が
出
迎
え
る
な
か
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
主
催
の
歓
迎
の
宴
に
参
加
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
挨
拶
に
立
た
れ
た
ジ
ア
先
生
よ
り

日
本
側
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
つ
い
て
の
力
強
い
意
志
を
う
か
が
い
ま
し

た
。

　
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
が
ジ
ア
先
生
と
出
会

っ
た
の
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一

九
九
八
年
で
す
（
中
村
先
生
や
藤
田
さ
ん
は
そ
れ

以
前
か
ら
で
す
）。
以
来
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
が
か
の
地

で
様
々
に
変
遷
す
る
活
動
を
支
え
、
最
も
中
村
先

生
を
理
解
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
幾
多
の
困
難

を
と
も
に
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
き
ま
し
た
。

激
動
の
現
地
に
あ
っ
て
医
療
か
ら
水
利
事
業
、
農

業
事
業
へ
目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
し
、
医
師
の
役
割

か
らPeace Japan M

edical Services

と
改
称

し
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
認
可
を
受
け
る
中
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
全
体
の
活
動
の

中
心
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
日
本
人
ワ
ー
カ
ー

や
ア
フ
ガ
ン
人
メ
ン
バ
ー
が
行
き
交
う
中
で
変
わ

ら
ぬ
存
在
で
し
た
。

　
来
日
し
て
久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
日
本
人
ワ
ー

カ
ー
Ｏ
Ｂ
を
よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
た
の
が
、
そ
の

誠
実
な
人
柄
を
表
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
来
日
し

た
デ
ィ
ダ
ー
ル
氏
と
フ
ァ
ヒ
ー
ム
氏
も
下
積
み
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
時
代
か
ら
の
付
き
合
い
で
す
。
現
地

も
日
本
も
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
の
事
業
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
次
世
代
の
協
力
関
係

　
中
村
先
生
は
今
後
二
〇
年
間
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
が

継
続
し
、
充
分
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
根
付
く
ま
で

の
在
り
方
を
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
共
同
事
業
や
日
本
大
使
館
の
草
の
根
無
償

援
助
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
な
ど
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
以
外
か
ら
も
、
事
業
へ
の
評
価
と

支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
ジ
ア
先
生
の
存
在
の
重
要
性
は
さ

お
互
い
顔
が
見
え
る
形
の

交
流
の
必
要
性
を
痛
感

　
　

　
　
　
　
　
　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
　

　
　
村
上 

優

PMS職員達と談笑する村上優会長

：，. 
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ら
に
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
日
本
側
も
多
く
の

財
政
上
の
支
援
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
方
策
が
必

要
で
す
。
今
ま
で
通
り
理
解
を
得
て
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
次
世
代
の
日
本
と
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
協
力
関
係
を
力
強
く
継
続
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
今
回
の
ジ
ア
先
生
一
行
の
来
日
で
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
前
回
の
来
日
か
ら
あ
ま
り
に
も
長

い
時
間
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
中
村
先
生

だ
け
に
頼
ら
ず
、
お
互
い
顔
が
見
え
る
形
で
の
交

流
を
図
り
、
相
互
に
出
向
い
て
信
頼
や
相
互
理
解

を
深
め
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
来
日
の
最
終
日
、
日
本
の
思
い
出
に
と
、
事
務

局
有
志
と
一
緒
に
博
多
湾
に
浮
か
ぶ
能の

古こ
の

島し
ま

に
船

で
渡
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
見
ら
れ
な
い
海

を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
島
の
公
園
に
は
花
が
咲

き
誇
り
、
春
風
と
と
も
に
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
和
み
ま
し
た
。
こ
の

時
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
九
州
大
学
工
学
部
に

留
学
し
て
い
た
青
年
と
偶
然
出
会
い
、
し
ば
ら
く

ジ
ア
先
生
一
行
と
歓
談
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
広

島
で
行
わ
れ
た
中
村
先
生
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
主
催
講
演

会
に
出
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま

し
た
。
ジ
ア
先
生
も
こ
ん
な
出
会
い
は
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
偶
然

の
出
会
い
が
い
つ
し
か
必
然
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
の
発
展
が
実
態
あ
る
も
の
に
な
る

の
で
は
と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

▼
四
月
一
五
日
か
ら
二
二
日
ま
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
副
院

長
ジ
ア
医
師
と
デ
ィ
ダ
ー
ル
技
師
、
フ
ァ
ヒ
ー
ム

技
師
の
三
人
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
日
本
国
際
協
力
機

構
）
の
招
き
で
来
日
し
ま
し
た
。
四
月
二
〇
日
、

福
岡
の
事
務
局
に
て
ジ
ア
医
師
と
両
技
師
が
会
員

の
皆
様
及
び
、
事
務
局
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
く
り
ま
し
た
。
▲

　
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
思
い

　
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
、
そ
の
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
一
九
九
六
年
に
ド
ク
タ
ー
・
サ
ー
ブ
中

村
と
一
緒
に
仕
事
を
し
始
め
、
も
う
二
〇
年
が
経

ち
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
こ
こ
で
私
が
感
じ
る
の
は
、

故
郷
に
戻
っ
て
き
て
わ
が
家
で
く
つ
ろ
い
で
い
る

と
い
う
気
分
で
す
。
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
は
ご
存
知
の
事
と
思
い
ま
す
が
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
は
一
九
八
三
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
が

現
地
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
理わ

由け

　
　

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
副
院
長
　

　
　
ジ
ア
・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン

そ
れ
は
ド
ク
タ
ー
・
サ
ー
ブ
中
村
の
、
貧
し
い
人
々

を
助
け
て
い
こ
う
と
い
う
お
考
え
の
下
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
私
共
は
一
九
八
四
年
に
中
村
先
生

が
ド
ク
タ
ー
と
し
て
現
地
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ

と
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

非
常
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
来
中
村
先
生
は
ア
フ
ガ
ン
人
患
者
の
た
め
に
尽

く
し
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ア
フ
ガ

ン
人
と
し
て
私
は
先
生
に
、
そ
し
て
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
＝
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
診
療
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
は
偏
見
が
あ
り
、
だ
れ
も

患
者
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、
中
村
先
生
は
、
医
者
に
と
っ
て
患
者
に

変
わ
り
は
な
い
、
ア
フ
ガ
ン
人
で
あ
ろ
う
と
パ
キ

ス
タ
ン
人
で
あ
ろ
う
と
、
日
本
人
で
あ
ろ
う
と
ア

メ
リ
カ
人
で
あ
ろ
う
と
関
係
な
い
と
言
わ
れ
、
現

地
に
組
織
を
作
り
、
貧
し
い
人
々
を
救
う
た
め
に

と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
：

現
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）

の
病
院
を
建
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
と
診
療
所

　
一
九
八
九
年
に
は
、
中
村
先
生
が
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
国
内
に
診
療
所
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
意
さ

れ
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

に
診
療
所
を
建
て
た
の
で
す
が
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル

に
加
え
、
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
と
ダ
ラ
エ
ワ
マ
に
も
診
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療
所
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
社
会
と
い
う
の
は
殆
ど
が
農
村

地
域
で
あ
り
、
更
に
山
岳
地
の
田
舎
に
は
貧
し
い

人
々
が
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
に
ハ

ン
セ
ン
病
の
患
者
さ
ん
が
多
い
わ
け
で
す
が
、
ハ

ン
セ
ン
病
に
な
っ
て
い
る
と
知
ら
れ
る
と
偏
見
に

よ
り
村
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
中
村
先
生
は
こ
れ
を
社
会
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
ど
の
よ
う
に
治
療
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
、

私
達
は
診
療
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
患
者
さ
ん
を
定

期
的
に
検
診
し
、
治
療
す
る
活
動
を
開
始
致
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
は
見
て

い
た
の
で
す
。
ド
ク
タ
ー
・
サ
ー
ブ
中
村
が
ハ
ン

セ
ン
病
の
患
者
を
治
療
し
、
そ
し
て
診
療
チ
ー
ム

の
ス
タ
ッ
フ
は
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
食
事
を
摂
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
ア
フ
ガ
ン
の
社
会

の
人
々
の
考
え
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の

で
す
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
は
移
動
診
療
所
を
作

り
、
僻
地
に
赴
き
、
患
者
の
治
療
に
当
た
り
、
同

じ
よ
う
に
定
期
検
診
を
行
い
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
支
援
に
よ
り
一
九
九
八
年
に
大
変
美
し

い
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）

病
院
も
建
設
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
車
両
、
自

分
た
ち
の
ス
タ
ッ
フ
を
持
て
る
病
院
と
な
り
、
こ

こ
で
原
則
無
料
の
診
察
、
無
料
の
治
療
を
行
い
、

一
般
診
療
の
患
者
さ
ん
の
病
気
を
完
全
に
治
し
て

か
ら
家
に
帰
す
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
病
院
は
患
者
さ
ん

の
生
活
の
全
体
を
ケ
ア
し
て
い
た
の
で
す
。
治
療

を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
こ
の
よ

う
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は

素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
た
と
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
干
ば
つ
の
顕
在
化

　
ア
フ
ガ
ン
国
内
の
三
つ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い

て
診
療
を
し
て
い
た
二
〇
〇
〇
年
、
診
療
所
の
周

辺
の
人
口
は
減
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
消
化
管

の
病
が
増
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
ド
ク
タ

ー
中
村
や
シ
ス
タ
ー
藤
田
の
と
こ
ろ
へ
様
々
な
レ

ポ
ー
ト
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
何
故
人
口
は
減
る
の
に
胃
腸
病
が
増
え
て
い
る

の
か
、
何
故
非
常
に
珍
し
い
症
例
が
増
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
分
か
っ
た
の
は
水
に
問
題

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
飲
料
水
が
枯
渇
し

て
汚
染
さ
れ
た
水
を
飲
ん
で
い
た
の
で
す
。

　
当
時
、
動
物
も
人
間
も
同
じ
水
源
か
ら
水
を
飲

み
、
飲
料
水
に
適
し
な
い
水
を
飲
ん
で
い
ま
しぺシャワールのPMS基地病院で診療中のジア副院長（2000年代前半）

【技術と魂の記録】

安
定
灌
漑
は
、
倅
大
な
「
投
資
」
で
あ
る

戦
乱
の
続
く
な
か
、
干
ば
つ
と
洪
水
で
荒
廃
に
瀕
し
た
農

地
と
沙
漠
。
こ
の
過
酷
な
自
然
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
工

法
か
ら
学
び
つ
つ
挑
ん
だ
十
五
年
の
技
術
と
魂
の
記
録

A
5
判
全
カ
ラ
ー

2
2
9頁
写
莉
刊
]
本
休
う
2
3
0
0円
＋
税

よ
み
が
え

ー
伝
統
に
学
ぶ
灌
漑
工
法
と
甦
る
農
業

． 

中
村
哲

＊事務局でも取り扱っています

悶石風社
〒810-0004福岡市中央区渡辺通2-3-24
ダイレイ第5ビル5階電話092(714) 4838 
www.sekifusha.com FAX092 (725) 3440 
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た
。
ロ
ダ
ッ
ト
、
ア
チ
ン
な
ど
の
水
の
無
い
地
区

か
ら
人
々
が
押
し
寄
せ
、
人
と
動
物
が
同
じ
水
源

か
ら
水
を
飲
む
、
こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
解

決
法
は
な
い
か
思
案
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
は

様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
支
援
活
動
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
時
間
の
流
れ
と
共
に
そ
う
い
っ
た
人
々
は

現
地
を
去
り
、
お
金
と
逃
げ
場
の
な
い
住
民
だ
け

が
残
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
村
先
生
も
覚
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
け
れ

ど
も
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
、
も
う
こ

こ
で
助
か
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
か
他
所
の

地
域
に
人
々
を
移
す
し
か
な
い
と
報
告
し
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
中
村
先
生
が
「
少
し
時
間
を
く
れ
、

待
っ
て
い
て
く
れ
、
日
本
に
戻
っ
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
と
相
談
し
て
く
る
か
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　
そ
し
て
戻
っ
て
来
ら
れ
て
、
私
た
ち
は
チ
ャ
ン

ス
を
頂
き
、
調
査
を
し
、
井
戸
掘
削
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、

こ
こ
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
一
、

六
〇
〇
本
を
超
え
る
井
戸
を
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
、
ロ

ダ
ッ
ド
、
ア
チ
ン
、
カ
マ
、
シ
ェ
イ
ワ
、
ダ
ラ
エ

ヌ
ー
ル
に
掘
り
、
国
境
の
ト
ル
ハ
ム
に
も
歴
史
的

な
井
戸
を
掘
削
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
大
使
館
と
の
共
同
事
業

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
地
域
は
、
現
在
ア
フ
ガ
ン
の
人
々
で
も
行

か
な
い
よ
う
な
場
所
で
す
。
し
か
し
中
村
先
生
は

朝
に
は
出
か
け
て
、
午
後
に
は
無
事
に
戻
っ
て
こ

ら
れ
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
始
動
し
た
カ
マ
Ⅱ
の
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
に
よ
り
五
、
〇
〇
〇
㌶
の

土
地
が
灌
漑
さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
も
ベ
ス
ー
ド
の

護
岸
が
既
に
完
了
し
、
五
〇
〇
㌶
の
土
地
が
灌
漑

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
様
に
カ
シ
マ
バ
ー
ド
（
ベ
ス
ー
ド
Ⅰ
）
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
二
、
五
〇
〇
㌶
の
土
地
が
灌
漑

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
カ
マ
、
カ
シ
マ
バ
ー
ド
、
カ
シ
コ
ー
ト
と

い
う
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ミ
ラ
ー
ン
に
お
け

る
取
水
口
の
建
設
に
な
り
ま
す
。
一
㎞
に
わ
た
る

護
岸
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
美
し

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
恩
恵
を
受
け
て
い
る
人
々

が
現
地
に
は
沢
山
お
り
、
灌
漑
面
積
は
一
、
六
〇

〇
㌶
に
及
び
ま
す
。

　
現
在
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
Ⅱ
は
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
開
始
し
二
〇

一
八
年
の
九
月
に
完
成
す
る
計
画
で
、
私
た
ち
は

大
変
忙
し
く
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
完

成
す
れ
ば
八
・
五
㎞
に
及
ぶ
護
岸
も
で
き
、
洪
水

か
ら
村
や
畑
が
守
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
灌
漑

さ
れ
る
土
地
の
面
積
は
八
五
〇
㌶
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
に
も
日
本
大
使
館
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
植
樹
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
政
府
の
正
式
な
手
紙
が
来

て
、
こ
の
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
果
樹
園
を
「
ガ
ン
ベ
リ

ガ
ー
デ
ン
」
と
呼
ぼ
う
と
い
う
通
達
が
来
た
ほ
ど

で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
で
き
た
の
も
、

二
〇
年
余
に
及
び
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
支
援
に
よ

り
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
現
地
で
住
民
の
よ
り
良
い
生
活
の
た

め
に
活
動
を
続
け
て
き
た
か
ら
な
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ガ

ン
ベ
リ
農
場
で
は
畜
産
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
美
し
い
公
園
も
作
ら
れ
、
こ
の
公
園
に
は

カ
ブ
ー
ル
か
ら
人
々
が
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
来
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
の
手
に
三
つ
の
メ
ロ
ン

　
活
動
地
の
水
路
の
橋
の
所
に
は
水
が
有
効
に
使

わ
れ
な
い
ま
ま
に
垂
れ
流
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
サ
イ
フ
ォ
ン
を
作
れ
ば

い
い
で
は
な
い
か
と
中
村
先
生
が
お
っ
し
ゃ
り
、

そ
の
先
の
取
水
が
十
分
に
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る

人
々
の
た
め
に
全
長
六
〇
〇
ｍ
の
サ
イ
フ
ォ
ン
を

作
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様

の
援
助
と
中
村
先
生
の
指
揮
の
下
で
実
現
で
き
た

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
こ
と
わ
ざ
で
は
、「
一
人

の
人
間
の
一
つ
の
手
の
ひ
ら
に
は
一
つ
の
メ
ロ
ン

し
か
載
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
二
つ
の
メ
ロ
ン

は
持
て
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
中
村
先

生
は
二
つ
ど
こ
ろ
か
、
三
つ
の
メ
ロ
ン
を
手
に
載

せ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
中
村
先
生
は
医
師
で
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あ
り
、
技
師
で
あ
り
、
そ
し
て
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
三
つ
の
メ
ロ
ン

を
一
つ
の
手
に
載
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
ア
フ
ガ
ン
人
と
し
て
、
そ
し
て
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州
の
人
間
と
し
て
中
村
先
生
の
長
寿
を
心
か
ら

お
祈
り
し
、
非
常
な
困
難
に
満
ち
て
い
る
ア
フ
ガ

ン
の
状
況
を
素
晴
ら
し
い
、
美
し
い
場
所
に
変
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
三
つ
の
質
問
　

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
つ
い
て
、
三
つ
の
こ
と
を
自
問
自
答

し
て
み
ま
す
。

　
一
つ
目
。
何
故
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
は
成
功
す
る
の

か
。

　
二
つ
目
。
住
民
は
何
故
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
が
良
い

と
思
う
の
か
。

　
三
つ
目
。
中
村
先
生
は
外
国
人
で
あ
る
に
も
拘

ら
ず
、
何
故
問
題
な
く
現
地
で
活
動
で
き
る
の
か
。

　
私
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
何
故
人
々
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
を
素
晴
ら
し
い
と

感
じ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
当
地
で
何
を
し
て
い
る

の
か
が
、
教
育
を
受
け
て
い
な
い
現
地
の
人
々
に

も
明
確
に
見
て
分
か
る
か
ら
で
す
。
多
く
の
外
国

の
組
織
が
幾
つ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た

が
失
敗
を
重
ね
て
い
ま
す
。
カ
シ
マ
バ
ー
ド
で
は

北
欧
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
マ
Ⅱ

に
は
中
東
の
関
係
者
が
出
資
し
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
失
敗

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
例
は
、
枚
挙
に
い
と

ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
二
年
前
に
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
の

外
国
人
が
来
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
団
体
に
よ
り
行
わ
れ
た
タ
ン
ギ
ト
ゥ

ク
チ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
比
較
し
て
い
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
何
故
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
が
現
地
の
人
々
に
認
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
地
域
住
民
に
実
質
的
な
恩
恵
を
与
え
続
け
て

い
る
か
ら
で
す
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
が
完
成

し
て
か
ら
、
一
〇
年
近
く
が
経
ち
ま
す
が
、
蛇じ

ゃ

籠か
ご

、
沈
砂
池
、
排
水
路
な
ど
取
水
口
以
外
の
設
備

を
整
備
し
て
い
る
た
め
に
、
現
在
も
安
定
的
に
灌

漑
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
他
の
団
体
は
取
水
口
の
建
設
ば
か
り
を

考
え
、
取
水
口
以
外
の
設
備
に
手
を
回
す
こ
と
は2017年5月ソルフロッド郡で着工した新規給水プロジェクトの現場見回

り中のジア医師

ＮＨＫ出版

医者、用水路を拓く
アフガンの大嬉から世界の虚構に揖む
中村哲 【6刷】1800円

辺境て診磯境から見る【5刷】1800円

医者井戸を掘る【12刷】 1800円

医は国境を越えて【7刷】2000円

ダラエ•ヌールヘの道【5刷】 2000円
ペシャワールにて 【8刷】1800円
-----------------------------------

アフガン農業支援奮闘記
高橋修・編著 2500円

朔愚者の物語
甲斐大策 1800円

石風社福岡市中央区渡辺通2-3-24
電話092(714)4838

人は愛するに足り、真心は
信ずるに足るアフガンとの約束
中村哲／澤地久枝（聞き手） 2000円

府波書店認瓢盟悶OOツ橋2-5-5

天、共に在り雪t鯰望‘<
中村哲 1600円

東京都渋谷区宇田川町41-1
竜話03(3464) 7311 

価格はすべて本体価格（税別）です

アフガニスタン五竺
用水路が運ぷ
恵みと平和
朗読吉永小百合
3000円（税＋送料込）
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私
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
フ
ァ
ヒ
ー
ム
で
す
。
二
〇

〇
〇
年
の
井
戸
掘
削
の
時
か
ら
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
仕
事
を

始
め
ま
し
た
。
私
た
ち
は
一
、
六
〇
〇
本
の
井
戸

を
掘
り
あ
げ
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
共
同
事
業
が
始
ま
り
、
当
初
私
は
灌
漑
事
業
要

員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
村
医
師
が
、

カ
マ
Ⅱ
灌
漑
事
業
を
始
め
ら
れ
た
時
に
、「
鈴
木

学
さ
ん
（
当
時
現
地
ワ
ー
カ
ー
）
と
一
緒
に
勉
強

を
し
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
聞

き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
灌
漑
事
業
に
加
わ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
中
村
先
生
か
ら
は
何
度
も
何

度
も
、「
と
に
か
く
勉
強
を
し
て
、
分
か
ら
な
い

こ
と
は
何
で
も
、
い
つ
で
も
自
分
に
も
聞
き
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
一
生
懸
命
勉
強
を
し
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
・
サ
ー
ブ
中
村
も
作
業
員
と
一
緒
に
工

事
現
場
に
行
き
仕
事
を
行
い
、
重
機
の
仕
事
を
自

分
で
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
か
ら
た

く
さ
ん
の
青
年
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
、
一
緒
に

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
て
大
変
良
い
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
の
井
戸
掘
り
か
ら

　
　
灌
漑
事
業
ま
で

　
　

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
　

　
　
モ
ハ
マ
ド 

フ
ァ
ヒ
ー
ム

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
失
敗
し
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
国
の
団
体
は
現
地
に
来
て
は
時
間
を
無
駄
に

し
て
い
る
人
が
沢
山
い
ま
す
し
、
現
場
に
行
か
な

い
人
々
も
沢
山
い
ま
す
。
し
か
し
中
村
先
生
は
自

分
た
ち
ア
フ
ガ
ン
人
が
怖
く
て
行
け
な
い
所
に
も

行
く
の
で
す
。
中
村
先
生
が
現
地
の
橋
を
歩
い
て

い
れ
ば
村
の
小
さ
い
子
供
た
ち
が
自
然
と
集
ま
っ

て
き
て
「
ド
ク
タ
ー
中
村
だ
！
」
と
言
っ
て
駆
け

寄
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
れ
は
先
生
が
お
金
を
ば

ら
ま
い
て
い
る
か
ら
で
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
の
実
績
で
そ
の
名
が
地
域
中
に マルワリードⅡ用水路ルートの測量調査中のファヒーム技師

知
ら
れ
、
住
民
の
生
活
を
実
際
に
助
け
て
い
る
か

ら
こ
そ
中
村
先
生
は
尊
敬
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
村
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
と
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
村
人
は
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
カ
マ
Ⅱ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
際
に
も
我
々
は
現

地
の
人
々
に
約
束
を
し
、
現
地
の
人
々
に
も
約
束

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
あ
な
た
た
ち
は
水
が

要
る
か
？
あ
な
た
た
ち
に
水
が
要
る
な
ら
、
我
々

に
は
安
全
が
必
要
な
の
だ
、
治
安
が
必
要
な
の

だ
」。
工
事
現
場
に
は
中
村
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
が

行
き
ま
す
。
水
は
我
々
が
提
供
す
る
、
だ
か
ら

我
々
に
安
全
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
、
と
約
束
を

し
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
四
年
の
カ
シ
コ
ー
ト

の
建
設
の
際
、
現
場
か
ら
約
二
〇
㎞
下
流
に
あ
る

カ
マ
橋
を
渡
っ
て
カ
シ
コ
ー
ト
に
入
る
の
で
す

が
、
そ
こ
に
は
武
装
勢
力
が
い
て
危
険
で
し
た
の

で
、
現
場
近
く
の
壊
れ
て
い
る
橋
を
用
心
し
な
が

ら
渡
っ
て
行
き
ま
し
た
。
今
で
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
労
働
者
の
中
に
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
親
戚
が

い
る
程
で
す
。
こ
れ
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
こ
の
グ
ル
ー
プ

と
の
間
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
仕
事
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
、
危
険
な
グ

ル
ー
プ
と
関
係
を
持
つ
人
々
で
す
ら
職
を
求
め
て

Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
来
る
の
で
す
。
地
域
住
民
か
ら
も
尊
敬

さ
れ
る
中
村
先
生
を
我
々
も
尊
敬
す
る
の
で
す
。

　
神
の
ご
加
護
が
中
村
先
生
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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私
か
ら
も
ド
ク
タ
ー
・
サ
ー
ブ
中
村
と
皆
様
に

感
謝
の
気
持
ち
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
貧
し
い
人
々
を
助
け
て
下

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
援
助
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動

の
お
か
げ
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
貧
し
い
人
々
が

よ
り
良
い
暮
ら
し
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
を
通
じ
て
現
地
の

人
々
に
灌
漑
用
水
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
現
地

で
は
灌
漑
用
水
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
人
々
の
命
を

支
え
る
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
現
地
の

人
々
に
と
っ
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活
動
は
非
常
に
重
要
な

も
の
な
の
で
す
。
私
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆

様
へ
心
か
ら
感
謝
の
意
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。

24

　山
の
村
の
ポ
プ
ゥ

　
　
　
　
　
　甲
斐
大
策

　

見み
は
霽る
か
か
す
山
並
を
青
い
靄も
や
が
埋
め
て
い
く
。
三
十
年
前
の
戦
乱

で
崩
れ
た
族
長
宅
三
階
の
床
が
半
分
、
空
中
に
浮
い
て
い
る
。
村

の
泥
屋
に
は
珍
し
い
飾
り
窓
や
装
飾
の
あ
る
角
柱
も
残
っ
て
い
る
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
を
南
北
に
千
余
キ
ロ
、
山
嶺
が
縁
ど
る

地
勢
は
有
史
前
か
ら
東
西
を
隔
て
、
ま
た
接
壌
も
し
、
そ
こ
に
多

く
の
小
部
族
が
生
き
て
き
た
。
歴
史
に
搾
り
出
さ
れ
、
生
き
る
場

を
平
地
に
は
獲
得
出
来
な
か
っ
た
人
々
で
あ
る
。
哀
し
く
誇
り
、

強
く
辛
く
生
き
る
こ
の
人
々
を
、
征
服
も
懐
柔
も
か
な
わ
な
か
っ

た
英
国
人
達
は
、
獰
猛
な
蛮
人
の
物
語
を
部
族
世
界
に
固
定
さ
せ

て
き
た
。

　
山
の
部
族
達
は
、
王
権
や
政
争
に
関
ら
な
い
。
混
乱
が
齎も
た
ら
す

街
道
や
物
流
の
お
零こ
ぼ
れ
を
拾
い
商
い
、
国
家
は
そ
れ
を
密
輸
と
い

い
、
経
済
の
一
部
と
も
し
て
き
た
。
古
来
変
ら
な
い
現
実
で
あ
る
。

そ
ん
な
部
族
の
生
き
る
こ
の
山
村
が
百
年
前
、歴
史
の
一
部
と
な
っ

た
。
第
三
次
ア
フ
ガ
ン
戦
争（
１
）で
敗
走
す
る
英
国
軍
を
追
撃
す
る
、

パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
部
族
連
合
軍
を
率
い
る
、
ナ
ー
デ
ィ
ル
・
ハ
ー
ン（
２
）

将
軍
が
、
こ
の
村
の
族
長
宅
三
階
を
指
揮
所
と
し
た
。
三
代
前
の

族
長
は
そ
こ
を
「
将
軍
の
間
」
と
呼
び
、
洋
風
に
手
入
れ
を
し
た

の
だ
っ
た
。

　
ポ
プ
ゥ（
３
）は
今
五
十
五
、六
歳
、
身
寄
り
は
な
い
。

　
土
砂
崩
れ
か
ら
独
り
救
わ
れ
た
嬰
児
を
先
代
の
族
長
が
養
子
と

し
、
ウ
ス
プ
ネ
と
命
名
し
た
も
の
の
、
幼
名
の
儘ま
ま

育
て
る
。
ポ

プ
ゥ
は
常
に
寡
黙
、
二
人
の
実
子
と
異
な
り
下
男
同
然
に
生
き
て

不
満
は
な
か
っ
た
。
養
父
は
ポ
プ
ゥ
に
家
と
土
地
の
管
理
を
委
ね

て
逝
っ
た
。
義
兄
達
は
ペ
シ
ャ
ワ
ル
で
村
人
達
さ
え
も
餌
食
に
生

き
る
金
融
業
者
と
な
り
、
山
の
村
は
省
み
な
い
。

　
間
も
な
く
日
没
、
ラ
マ
ザ
ン（
４
）半
ば
の
満
月
が
昇
る
筈
で
あ
る
。

端
坐
す
る
ポ
プ
ゥ
の
前
に
は
、
塩
入
り
の
緑シ
ン
チ
ャ
イ茶と
ナ
ン
の
塊
、
そ

し
て
幼
な
馴
染
み
か
ら
届
い
た
蜂シ
ャ
ー
ト蜜

と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
小
皿
が
並

ぶ
。

　（
１
）
対
英
独
立
戦
争
。

　（
２
）
後
に
短
期
な
が
ら
王
位
に
つ
い
た
。

　（
３
）
成
長
を
確
信
す
る
迄
の
幼
名
。
新
生
児
死
亡
の
多
さ
か
ら
。

　（
４
）
ラ
マ
ダ
ン
は
ア
ラ
ビ
ア
音
。

灌
漑
用
水
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
　

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
　

　
　
デ
ィ
ダ
ー
ル 

ム
シ
ュ
タ
ク

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じハガ
キ
（
官
製ハ

ガ
キ
・
年
賀ハガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送
り

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

外
国
の
切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に

お
使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ

い
て
い
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事
務
局

に
お
申
し
越
し
下
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変

形
を
四
折
り
し
た
も
の
で
、
長
形
の
定
形
封
筒
に

入
る
カ
ラ
ー
版
で
す
。
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会

報
等
は
受
け
取
る
意
思
の
あ
る
方
へ
の
配
布
を
原

則
と
し
て
お
り
ま
す
（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
は
行
わ

な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
）。

マルワリードⅡ建設現場責任者補佐と打合せ中のディダー
ル技師（左）

,.., 
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は
じ
め
に

　
戦
国
時
代
、
豊
臣
秀
吉
の
知
恵
袋
と
言
わ
れ
た

黒
田
官
兵
衛
は
、「
常
に
己
の
進
路
を
求
め
て
止

ま
ざ
る
は
水
な
り
」「
障
壁
に
遭
い
て
そ
の
勢
力

を
百
倍
す
る
は
水
な
り
」「
洋
と
し
て
大
海
を
充

し
、
発
し
て
は
蒸
気
と
な
り
雪
に
変
し
霰
と
化
し

凝
り
て
は
玲
瓏
た
る
鏡
と
な
り
而
も
そ
の
性
を
失

わ
ざ
る
は
水
な
り
」
な
ど
か
ら
成
る
格
言
・
水
五

訓
を
後
世
に
残
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る（

注
）。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
―
国
際
協
力
機
構

（
以
降
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
共
同
事
業
に
も
当
て
は
ま
る

先
人
の
教
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
農
業
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け

る
灌
漑
事
業
の
成
功
事
例
の
一
つ
で
あ
る
同
事
業

が
掲
げ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
手
法
の
広
域
展
開
と
い
う
目
標

に
向
け
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
関
係
者
の
協
力
の
も
と
、
主
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
主
導
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
今

後
に
向
け
た
考
察
と
し
た
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
水
文
・
気
象
情
報
整
備
の

取
組
み
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
礎
情
報
収
集
調
査

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
水
五
訓
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
水
と
い
う
自
然
の
摂
理
に
長
期

間
に
わ
た
り
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
事
業
を
継

続
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
成
功
の
大
き
な
要
因
と

言
え
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
乾
燥
・
半
乾
燥

地
帯
に
位
置
し
、
雪
解
け
に
よ
る
水
資
源
が
農
地

を
潤
す
と
い
う
水
循
環
サ
イ
ク
ル
を
持
つ
。
こ
の

よ
う
な
自
然
環
境
下
で
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ

事
業
は
、
水
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
灌
漑
用
水

の
確
保
、
治
水
を
目
的
と
し
た
ク
ナ
ー
ル
河
の
洪

水
対
策
効
果
、
圃
場
で
の
排
水
路
網
整
備
を
通
し

た
適
切
な
水
資
源
の
管
理
・
保
全
等
の
統
合
的
な

水
資
源
管
理
・
利
水
・
治
水
の
特
徴
を
有
し
て
い

る
。

　
水
資
源
の
適
切
な
開
発
・
利
用
・
管
理
と
い
う

観
点
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
手
法
の
広
域
展
開
の
基

礎
と
な
る
事
業
の
一
つ
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
国
内
で
実
施
中
の
技
術
協
力
事
業
「
水

文
・
気
象
情
報
管
理
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
以

降
、
Ｈ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
）」
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
全
土
に
は
カ
ブ
ー
ル
河
川
流
域
、
パ
ン
ジ
・
ア

ム
河
川
流
域
、
北
部
河
川
流
域
、
ハ
リ
ロ
ッ
ド
・

ム
ル
ガ
ブ
河
川
流
域
、
ヘ
ル
マ
ン
ド
河
川
流
域
の

五
流
域
が
あ
り
、
流
域
毎
に
水
位
・
降
水
量
・
最

低
最
高
気
温
・
湿
度
な
ど
の
農
業
や
水
資
源
計
画

に
不
可
欠
な
水
文
・
気
象
情
報
の
収
集
・
整
備
を

進
め
て
い
る
。
特
に
、
一
九
七
九
年
か
ら
現
在
に

至
る
情
報
を
米
国
大
洋
気
象
庁
（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
）
が

公
開
す
る
全
球
大
気
監
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い

て
再
解
析
し
た
デ
ー
タ
と
、
全
土
の
水
文
・
気
象

観
測
所
で
収
集
し
て
い
る
地
上
観
測
デ
ー
タ
と
の

キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
較こ

う

正せ
い

）
を
通
し
て
、
三

〇
年
以
上
の
長
期
間
に
わ
た
り
精
度
の
高
い
情
報

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、

地
上
観
測
デ
ー
タ
の
再
整
備
を
目
的
と
し
て
、
世

界
銀
行
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
の
水
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
を
対
象
に
「
灌
漑
修
復
・
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
、
主
に
灌
漑
施
設
等
の
ハ
ー
ド

整
備
を
進
め
る
と
共
に
、
全
土
に
計
二
三
〇
箇
所

の
水
文
・
気
象
観
測
所
を
設
置
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
水
文
・
気

象
情
報
整
備
等
の
ソ
フ
ト
面
で
の
能
力
開
発
を
目

的
と
し
た
Ｈ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
等
の
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
同
支
援
の
成
果
を
活
用
す
る
形
で
、
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
Ⅱ
堰
事
業
の
実
施
期
間
で
あ
る
二
〇
一
六
年 ＪＩＣＡ本部での中村医師、ジア医師によ

る講演会（2017年4月19日）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る

Ｐ
Ｍ
Ｓ
手
法
の

広
域
展
開
に
向
け
て

　
　
―
―
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
援
の
視
点
か
ら

　
　

　
　
　
国
際
協
力
機
構
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務
所
　

　
　
森
口 

隼
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一
〇
月
か
ら
二
〇
一
八
年
九
月
に
か
け
て
、
Ｐ
Ｍ

Ｓ
手
法
を
「
工
学
的
水
利
施
設
計
画
・
設
計
」
な

ら
び
に
「
社
会
調
査
」
の
観
点
か
ら
調
査
を
実
施

し
、
今
後
の
「
広
域
展
開
」
の
基
礎
材
料
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
同
調
査
を
本
格
的
に
始

動
す
る
に
あ
た
り
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
中
村
医

師
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ア
副
院
長
、
デ
ィ
ダ
ー
ル
技
師
、

フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
師
を
日
本
に
招
聘
し
、
同
調
査
を

担
当
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
を
ま
じ
え
た
初
会
合

を
開
催
し
た
。
同
調
査
は
二
〇
一
八
年
夏
ま
で
の

最
終
報
告
書
の
完
成
を
計
画
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
手
法
の
広
域
展
開
に
向
け
た
取
組
み

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
手
法
の
広
域
展
開
に
向
け
て
は
、
技
術

的
な
調
査
報
告
書
を
基
礎
資
料
と
し
て
作
成
す
る

こ
と
に
加
え
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
関
係
者

や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
以
外
の
開
発
援
助
機
関
に
よ
る
正
し

い
事
業
理
解
も
不
可
欠
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
二

〇
一
六
年
六
月
に
は
、
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
フ
ァ

ヒ
ー
ム
副
大
臣
、
上
述
の
世
界
銀
行
の
関
係
者
等

を
対
象
に
、
福
岡
県
朝
倉
市
・
山
田
堰
で
の
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
よ
り
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
業
務

委
託
を
し
て
い
る
事
業
に
お
い
て
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州
ミ
ラ
ー
ン
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
手
法
普
及
に
向
け
た
研

修
を
実
施
す
る
訓
練
所
を
建
設
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
に
対
し
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
し
て
い
る
日
本
の
大
学
へ
の
留

学
生
事
業
で
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
事
業
に
参
加
す
る

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
職
員
の
中
か
ら
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

手
法
を
修
士
論
文
ま
た
は
博
士
論
文
の
研
究
テ
ー

マ
に
設
定
し
た
い
と
申
し
出
る
よ
う
な
環
境
を
醸

成
す
る
こ
と
も
将
来
的
な
取
り
組
み
課
題
と
し
て

有
用
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
農
村
地
域
の
安
定
化
に
向
け
て

　
上
述
の
通
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
広
い
分
野
で
の
支

援
を
通
し
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
手
法
の
広
域
展
開
を
下
支

え
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
一
方
、
こ

の
度
の
工
学
的
水
利
施
設
計
画
・
設
計
な
ら
び
に

社
会
調
査
で
明
ら
か
に
な
る
工
学
的
・
社
会
的
な

因
子
に
ま
つ
わ
る
専
門
的
な
デ
ー
タ
に
加
え
て
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
関
係
者
が
長
き
に
わ
た
り
築
き
上
げ

て
き
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
信
頼
関
係
に
よ

り
創
出
さ
れ
た
支
援
者
と
支
援
の
受
け
手
が
一
体

的
に
事
業
を
成
功
に
導
い
た
と
い
う
「
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
い
か
に
実
現
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
そ
れ
こ
そ
が
今
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

農
村
地
域
の
安
定
化
の
鍵
の
一
つ
と
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

［
付
記
］
最
後
に
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
関
係
者
各
位
の
皆
様

に
よ
る
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
理
解
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
意
見

は
私
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
を
代

表
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）水
五
訓
の
格
言
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、

正
確
な
由
来
は
不
明
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

山田堰にて、堰の工法の説明を受けるＰＭＳ現地ス
タッフ。左からジア副院長、ディダール、ファヒー
ム技師（2017年4月21日）

完工したミラーン堰（JICA共同事業、2016年9月28日）
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●
事
務
局
長
便
り

＊
今
年
の
春
（
四
月
一
五
日
～
二
二
日
）、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の

ジ
ア
副
院
長
（
医
師
）
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
デ
ィ
ダ
ー
ル

技
師
、
フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
師
が
来
日
さ
れ
た
。
東
京
で
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
、
福
岡
に
移
動
し
、
朝
倉
市
の
山

田
堰
見
学
の
熱
気
も
覚
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
事
務
局
と
の
懇
親
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
短
く

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
ジ
ア
医
師
と
は

久
々
の
再
会
を
喜
び
つ
つ
、
直
接
お
会
い
す
る
こ
と
で

Ｐ
Ｍ
Ｓ
＝
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
血
が

通
う
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ジ
ア
医
師
が
一
番
気
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、「
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
今
後
」
の
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
が
活
動
を
始

め
て
三
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
世
代
交
代
の
時
期

が
迫
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
自
立
し
現
地

に
土
着
す
る
た
め
に
も
そ
の
支
援
体
制
の
確
立
が
急
が

れ
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
事
業
や
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
の
訓

練
所
建
設
も
そ
の
布
石
と
な
り
ま
す
。
そ
の
事
業
を
日

本
側
で
支
え
る
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
・

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
の
拡
充
が
急
務
で
す
。
現
在
、
支
援
室

は
、
こ
の
春
か
ら
の
新
人
二
人
を
含
め
て
五
名
、
二
〇

歳
代
の
青
年
達
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
支
援
者
の
皆
様

方
の
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
中
村
医
師
の
新
刊
「
ア
フ
ガ
ン
・
緑
の
大
地
計
画
　

伝
統
に
学
ぶ
灌
漑
工
法
と
甦
よ
み
が
える
農
業
」（
石
風
社
）
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
本
書
を
底
本
と
し
て
、
現
在
英
語

版
と
現
地
語
版
の
テ
キ
ス
ト
も
製
作
中
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
技
術
編
（
英
語
版
→
現
地
語
版
製
作
中
）
と
共
に
、

現
地
ワ
ー
カ
ー
教
育
の
た
め
の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
す
。
本
書
は
、
多
く
の
写
真
を
使
い
（
全
て
カ
ラ
ー
）

灌
漑
工
法
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
技
術

編
」
だ
け
で
な
く
「
総
論
」、「
山
田
堰
」、「
参
考
論
文

（
永
田
謙
二
氏
）」
を
含
め
て
、
一
般
読
者
が
読
ん
で
も

充
分
理
解
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
が
、
こ

れ
ま
で
の
国
際
的
な
援
助
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
、
い
か

に
現
地
農
村
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
か
が
、
具
体
的
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
務
局
で
も
扱
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
共
々
ご
購
読
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

　
人
間
は
、
肌
の
色
は
違
え
ど
皆
同
じ
人
間
で
、
貧
困

に
苦
し
む
現
地
住
民
に
手
を
差
し
伸
べ
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
中
村
医
師
と
共
に
働
く
こ
と
を
決
意
さ
せ
た
と

ジ
ア
医
師
は
語
り
、
今
回
の
訪
日
で
は
こ
れ
ま
で
の

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
意

と
、
今
後
の
支
援
の
継
続
へ
の
願
い
を
語
り
ま
し
た
。

「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
二
〇
年
継
続
体
制
」
の
実
現
の
為
に
は
Ｐ
Ｍ

Ｓ
・
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
）
の
青
年
職
員
の

継
続
的
な
技
能
向
上
が
不
可
欠
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
実
務
、
そ
し
て
精
神
を
受
け
継
ぐ
こ

と
こ
そ
が
支
援
室
の
課
題
、
そ
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

国
民
へ
の
支
援
の
継
続
を
可
能
に
す
る
体
制
の
実
現
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
、
こ
れ
ま
で
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
三
三
年
間
の
歴
史
を
築
き
上
げ
て
き
た
数
々

の
熟
練
の
事
務
局
員
の
方
々
よ
り
日
夜
業
務
指
導
を
受

け
、
技
能
向
上
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
精
神

の
引
き
継
ぎ
に
努
め
て
い
ま
す
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

＊
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
時
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

の
街
に
砲
声
が
響
く
中
、
故
郷
に
帰
れ
な
い
ハ
ン
セ
ン

病
の
患
者
さ
ん
達
に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
ふ
る
ま
っ

て
一
緒
に
食
べ
る
日
本
人
医
師
「
中
村
哲
」
と
い
う
人

を
新
聞
記
事
で
知
っ
て
、
は
や
三
〇
年
近
い
歳
月
が
流

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
訪
ね
た
事
務
局
で
、
折
々
に
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
き
た
だ
け
で
す
が
、
現
地
渡

航
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
足
を
踏
み
入
れ
た
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
沙
漠
の
端
は
、
今
緑
野
に
変
わ
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
く
で
あ
ろ
う
中
村
先

生
の
闘
い
に
、
で
き
る
こ
と
を
た
だ
淡
々
と
や
っ
て
い

く
だ
け
で
す
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円

の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
二
三
　
福
岡
市
中
央
区
警

固
二—

一—

一
七
　
ハ
イ
ツ
み
か
げ
八
〇
三
号

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）内
に
お
く
。

総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
六

月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。


